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                 審   査   の   要   旨 
 
 聖地とツーリズムに関する研究は，従来の実体論から構築論的な聖地理解への転換や近年の世界的な聖
地巡礼の高まりなどを背景に，多様な観点から活発な研究が進められている。しかしながら，聖地管理者
である教団の活動に焦点を当て，ツーリズムとの関係を本格的に論じた研究は地理学のみならず，隣接諸
分野においてもみられない。 
 これに対し，本研究は精力的なフィールドワークにより得られた教団側の多数の内部史資料を使用する
ことで，ツーリズムに対する教団の取り組みの全貌を当時の社会的，宗教的コンテクストを踏まえ，実証
的に分析した。そして，教団が宗教活動を推進するために，観光媒介の重要な要素である「移動手段」と
「観光情報」を積極的に活用し，主導的に聖地を再編していたことを明らかにした。この聖地の再編にお
ける教団の活動実態の解明は，先行研究に対するオリジナリティとして高く評価されるものである。 
 また，本研究では対象地域である比叡山がツーリズムとの結びつきをもつ都市近郊の霊山との一般的性
格を有していることから，ツーリズムによる霊山の再編プロセスのモデルが提示された。以上の点から，
本研究は近代以降における日本の聖地の理解および宗教地理学の進展に寄与する重要な研究として位置
づけられ，博士論文として十分な価値があることが認められる。 
 
平成27年2月5日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
